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会計 一　般　会　計 所管課 教育総務課

款 教　育　費
事業名 小学校管理費

項 小学校費

目 学校管理費 補助単独の別 補助

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

⑥－①

事業費 88,220 91,531 90,224 90,224 2,004

財

源

内

訳

国 7,010 7,137 7,137 127

県

7,137

0

市債 0

その他 4,745 4,502 4,502 4,502 ▲ 243

一般財源 76,465 79,892 78,585 78,585 2,120

事業

概要

電気・空調設備保安業務、浄化槽維持管理、消防設備保守点検など、小

学校施設の維持管理を行う ための経費や、各校に１名配置している学校

主事の人件費などを予算化している。
今年度

見直し

事 項

事業

目的

施設の適切な維持管理を行う ことで、児童に安全で快適な教育環境を提

供する。

その他

現状と

背景
市内全７小学校に冷暖房設備及び太陽光発電設備を設置している。
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会計 一　般　会　計 所管課 教育総務課

款 教　育　費
事業名 小学校備品整備事業

項 小学校費

目 学校管理費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

⑥－①

事業費 2,637 1,685 1,685 ▲ 100 1,585 ▲ 1,052

財

源

内

訳

国 0

県 0

市債 0

その他 0

一般財源 2,637 1,685 1,685 ▲ 100 1,585 ▲ 1,052

事業

概要

児童への適切な学習指導を行う ため、教育活動に必要な備品購入費を

�予算化している。 今年度

見直し

事 項

事業

目的

老朽化した備品の取替えや新たに必要となった教育備品を購入すること

で、児童により良い学習環境の場を提供する。

その他

現状と

背景

既存教育備品の老朽化が著しいため、学校現場からは買い換えをなどを

要望する声が大きい。
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会計 一　般　会　計 所管課 教育総務課

款 教　育　費
事業名 小学校施設整備事業

項 小学校費

目 学校管理費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

⑥－①

事業費 9,182 11,612 10,041 6,637 16,678 7,496

財

源

内

訳

国 0

県 0

市債 0

その他 0

一般財源 9,182 11,612 10,041 6,637 16,678 7,496

事業

概要
小学校施設の整備のための修繕料を予算化している。

今年度

見直し

事 項

事業

目的

小学校施設は、児童が一日の大半を過ごす学習・生活の場であることか

ら、危険箇所等の修繕を早急に行い、快適で十分な安全性、衛生的な環

境を確保する。

その他

現状と

背景

平成22年度に誠道小を除いた全ての小学校の耐震補強及び大規模改

修を実施し、本体部分については不安が現象しているが、設備等の維持

修繕のための費用が必要となっている。
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会計 一　般　会　計 所管課 教育総務課

款 教　育　費
事業名 小学校少人数学級実施事業

項 小学校費

目 学校管理費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

⑥－①

事業費 6,000 6,000 6,000 6,000 0

財

源

内

訳

国 0

県 0

市債 0

その他 0

一般財源 6,000 6,000 6,000 6,000 0

事業

概要

鳥取県では、小学校１、２年生の３０人学級、３～６年生の３５人学級を国

に先駆けて実施しており、３～６年生における加配教員の人件費相当の１

／２を協力金として鳥取県に支払っている。
今年度

見直し

事 項

事業

目的

少人数学級を実施することにより、児童１人１人に教員の目が行き届き、き

め細かな対応が可能となり、学力の向上につなげる。

その他

現状と

背景

児童１人１人に教員の目が行き届き、きめ細かな対応ができるため、児童

が落ち着いて勉強できる。また、教室もゆったりと使えるので、学校公開の

際の保護者の意見も好評である。
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会計 一　般　会　計 所管課 教育総務課

款 教　育　費
事業名 小学校指導補助員配置事業

項 小学校費

目 学校管理費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

⑥－①

事業費 13,572 13,572 13,572 13,572 0

財

源

内

訳

国 0

県 0

市債 0

その他 0

一般財源 13,572 13,572 13,572 13,572 0

事業

概要

学力問題や心の問題をはじめ、ＬＤ（学習障害）、ＡＤＨＤ（注意欠陥／多

動性障害）児童等、特別な支援が必要な児童に対して、各学校に指導補

助員を配置する。指導補助員13名の人件費を予算化している
今年度

見直し

事 項

事業

目的

指導補助員を配置することで、特別な支援が必要な児童への個別的な学

習支援や補助を行う 。

その他

現状と

背景

平成20年度から、渡、境小に2名、他5校に1名づつ補助員を配置してい

たが、21年度から緊急雇用制度を活用、22年度からは、小規模校である

誠道小学校以外は2名体制としている。特別な支援を必要とする児童の数

は年々増加しており、学校現場からのニーズは高い。
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会計 一　般　会　計 所管課 教育総務課

款 教　育　費
事業名 中浜小学校スクールバス運行事業

項 小学校費

目 学校管理費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

⑥－①

事業費 468 485 485 485 17

財

源

内

訳

国 0

県 0

市債 0

その他 0

一般財源 468 485 485 485 17

事業

概要

三軒屋町、小篠津町２２５８番地（隊内官舎）、夕日ヶ丘から中浜小学校

へ通学する１年生を対象に、下校時にスクールバスの運行を行う 。運行

期間は１２月～２月までの期間で、土・日、祝日、冬季休業日を除く 期間

で授業終業時に合わせて運行する。バスの運行委託料を予算化してい

る。

今年度

見直し

事 項

事業

目的

運行対象地区は、市内で最も通学距離が長く 、特に冬季時においては1

年生にとって体力的にも厳しいことから、スクールバスを運行して下校時

の負担軽減を図る。

その他

現状と

背景

平成１９年度に２ヶ月間（１・２月）試験運行し、保護者から高評価頂いた

が、期間を長く して欲しいとの要望が多く 、平成２０年度から１月（１２月）

延長し、３ヶ月間とした。中浜小学校前の道路幅員が広く ないため、小型

バスでの運行となるが、近年は対象児童が多いため２往復している。
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会計 一　般　会　計 所管課 教育総務課

款 教　育　費
事業名 小学校グラウンド芝生維持管理事業

項 小学校費

目 学校管理費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

⑥－①

事業費 1,595 1,561 1,561 1,561 ▲ 34

財

源

内

訳

国 0

県 0

市債 0

その他 0

一般財源 1,595 1,561 1,561 1,561 ▲ 34

事業

概要

市内全小学校の校庭を芝生化している。維持管理については、ＰＴＡ及

び地域の方々と学校、市教委で協働して行っており、そのための肥料や

芝刈り機の燃料及び修繕費、冬芝種等の経費を予算化している。
今年度

見直し

事 項

事業

目的

市内全小学校の校庭の芝生を維持することにより、児童の健康増進や飛

び砂の防止、温度上昇の抑制を行う 。また、ＰＴＡをはじめ地域の方々に

ボランティアとして芝生を維持管理していただく ことで、協働のまちづく り

を推進する。

その他

現状と

背景

平成２０年度に誠道小学校の校庭を芝生化し、平成２２年度には残りの６

校を芝生化した。なお、維持管理については、保護者・地域と学校、市教

委で役割分担して行っている。
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会計 一　般　会　計 所管課 教育総務課

款 教　育　費
事業名 小学校配膳室整備事業

項 小学校費

目 学校管理費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

⑥－①

事業費 0 3,097 3,097 3,097 3,097

財

源

内

訳

国 0

県 0

市債 0

その他 0 2,632 155 2,787 2,787

一般財源 0 3,097 465 ▲ 155 310 310

事業

概要

給食センターから配送した給食容器の受け入れ先として配膳室を整備す

�る。 26年度は実施設計を実施 今年度

見直し

事 項

事業

目的
事業概要に同じ

その他

現状と

背景
事業概要に同じ
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会計 一　般　会　計 所管課 教育総務課

款 教　育　費
事業名 小学校体育館天井等の耐震対策事業

項 小学校費

目 学校管理費 補助単独の別 補助

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

⑥－①

事業費 0 10,679 10,677 10,677 10,677

財

源

内

訳

国 0 3,553 3,597 3,597

県

3,597

0

市債 0

その他 0

一般財源 0 7,126 7,080 7,080 7,080

事業

概要

小学校講堂の天井及びバスケットゴールなどの耐震性を確保することで、

�震災時の児童及び避なん場所としての安全安心化を図る 26年度は、調

査、点検、基本設計を実施
今年度

見直し

事 項

事業

目的
事業概要に同じ

その他

現状と

背景
事業概要に同じ



10

10

2

1

会計 一　般　会　計 所管課 教育総務課

款 教　育　費
事業名 小学校個別エアコン設置事業

項 小学校費

目 学校管理費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

⑥－①

事業費 0 7,591 0 0 0

財

源

内

訳

国 0

県 0

市債 0

その他 0

一般財源 0 7,591 0 0 0

事業

概要

第二中学校の旧校舎に設置していた個別エアコンが新校舎建設により不

用となるため、市内小学校で未設置の職員室等に設置する。 今年度

見直し

事 項

事業

目的

職員室等に個別エアコンを設置することにより、長期休業中の事務効率

の向上を図るとともに、空調範囲を限定できることにより経費削減を図る。

その他

現状と

背景

市内小学校では、全ての教室等に冷暖房が完備されているが、単一ダク

ト方式であるため、階層毎にしか制御ができず、学校稼業日以外の長期

休業時等は職員室だけに空調を入れる場合も１階全ての部屋の空調が

稼働しなければならず効率が悪い。
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会計 一　般　会　計 所管課 教育総務課

款 教　育　費
事業名 上道小学校吸収式冷温水機改修事業

項 小学校費

目 学校管理費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

⑥－①

事業費 0 2,867 2,867 2,867 2,867

財

源

内

訳

国 0

県 0

市債 0

その他 0 2,867 2,867 2,867

一般財源 0 2,867 0 0 0

事業

概要

運転異常の原因となっている冷却水チューブ汚れの除去及び部品の取

替を実施する。 今年度

見直し

事 項

事業

目的

運転異常の原因となっている冷却水チューブ汚れの除去及び部品の取

替を実施する。

その他

現状と

背景

冷却水チューブの汚れ、機密備品の経年劣化により、運転異常をおこし

ている。今年度の冷房稼働時に緊急停止を２度おこしており、保守業者

からは来年度の冷房開始までに冷却水チューブの洗浄と機密部品の交

換を実施す必要があるとの指摘されている。


